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も
う
ひ
と
つ
の
七
夕 

盧
溝
橋
事
件
６９
周
年 

 

７
月
７
日
は
も
う
ひ
と
つ
の
七
夕
。 

天
満
屋
本
店
ア
リ
ス
の
広
場
で
、
孤
児

訴
訟
署
名
と
日
中
不
再
戦
の
街
頭
宣
伝

を
し
ま
し
た
。
訴
訟
原
告
団
か
ら
８
人
、

訴
訟
を
支
え
る
県
民
の
会
と
弁
護
団
か

ら
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
七
夕
飾
り

や
平
和
の
波
の
吹
き
流
し
が
は
た
め
く

下
で
、「
も
う
ひ
と
つ
の
七
夕
、
盧
溝
橋

事
件
６９
周
年
」
の
チ
ラ
シ
と
、
残
留
孤

児
訴
訟
の
現
状
を
知
ら
せ
る
「
署
名
推
進

ニ
ュ
ー
ス
Ｎｏ

10
」
の
チ
ラ
シ
計
２
種
５

０
０
枚
を
く
ば
り
き
り
ま
し
た
。 

１
時
間
で
署
名
が
１
１
８
筆
、
カ
ン
パ

が
５
，
８
５
５
円
の
成
果
。 

 

原
告
だ
っ
た
横
山
事
務
局
長
が
亡
く

な
ら
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
年
、
原
告
団
の

署
名
あ
つ
め
は
、
す
ご
く
前
進
し
ま
し

た
。
来
年
１
月
３０
日
に
判
決
の
あ
る
東

京
地
裁
あ
て
の
署
名
が
、
岡
山
で
２
７
７

２
筆
に
達
し
、
去
年
の
大
阪
地
裁
あ
て
の

署
名
２
６
７
１
筆
を
上
ま
わ
り
ま
し
た
。 

 

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
の
高
杉
団
長
と
高

見
事
務
局
長
の
訴
え
は
「
残
留
孤
児
は
日

本
人
」
に
は
じ
ま
り
、
か
な
り
上
手
に
な

っ
た
日
本
語
が
き
か
れ
ま
し
た
が
、
市
民

の
耳
に
は
「
ど
こ
の
人
で
す
か
？
」
と
い

っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

言
語
障
害
を 

つ
く
り
出
し
た
責
任
！ 

日
本
政
府
は
、
た
く
さ
ん
の
孤
児
を
言

語
障
害
者
に
し
、
十
分
な
手
当
て
も
せ
ず

に
放
っ
て
お
い
た
の
で
す
。
こ
の
責
任
は
重

大
で
す
。
口
頭
弁
論
の
た
び
に
通
訳
を
と

お
し
た
原
告
の
訴
え
が
、
ど
れ
だ
け
裁
判

官
の
心
を
ゆ
り
動
か
し
て
い
る
の
か
、
心

配
で
な
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
原
告
の
ひ
と

り
が
言
い
ま
し
た
。
「耳
が
あ
っ
て
も
聞
こ

え
な
い
、
目
が
あ
っ
て
も
読
め
な
い
、
口
が

あ
っ
て
も
し
ゃ
べ
れ
な
い
」と
。 

 

日
本
語
教
室
で
、
原
告
達
も
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

で
も
40
年
50
年
の
日
本
語
ば
な
れ
を

取
り
も
ど
す
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
数
の
戦
災
孤
児
も
空
襲
で
両
親
を

失
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
日
本
語
を
失
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。 

日
本
人
と
し
て
意
志
を
通
じ
あ
え
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「残
留
」孤

児
の
悲
劇
を
戦
争
被
害
一
般
の
よ
う
に
扱

う
こ
と
は
人
道
に
反
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（竹
内
） 

 

倉
敷
支
部
結
成
記
念 

中
国
の
旅 

紀
行
文 

③ 

わ
た
し
が
見
た 

 

感
じ
た 

考
え
た 

み
な
ぎ
る
建
設
へ
の
熱
気 

多
田
久
生 

 

中
国
を
訪
ね
て
、
ま
ず
第
一
に
感
ず
る

こ
と
は
、
都
市
を
中
心
に
し
て
国
全
体
に

み
な
ぎ
る
建
設
へ
の
熱
気
で
す
。
人
口
一

千
万
人
以
上
の
都
市
が
お
お
く
あ
り
、
高

層
ビ
ル
や
道
路
・
鉄
道
建
設
が
至
る
所
で

行
な
わ
れ
、
土
日
に
は
街
の
何
処
か
ら
か

人
々
が
湧
い
て
出
て
く
る
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。 

 

経
済
学
者
の
中
に
は
現
在
の
中
国
を

バ
ブ
ル
だ
と
い
う
人
も
多
く
い
ま
す
。 

し
か
し
日
本
の
か
つ
て
の
バ
ブ
ル
は

土
地
・
建
物
・
債
券
が
中
心
で
し
た
。 

中
国
で
は
、
土
地
は
国
の
所
有
で
す

し
、
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
が
大
き
い

の
で
、
国
内
の
潜
在
的
市
場
も
大
き
く
、

日
本
の
よ
う
な
形
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
は

無
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
歴
史
遺
跡
よ
り
バ
ス
の
車
窓
か

ら
次
々
と
展
開
し
て
い
く
街
の
様
子
や

農
村
の
風
景
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
な
商
店
街
が
軒
を
並
べ
て
い

る
か
、
ど
ん
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
か

と
い
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

西
安
の
兵
馬
俑
博
物
館
へ
行
く
途
中

に
残
っ
て
い
る
窰
洞
（
ヤ
オ
ト
ン
）
は
、

黄
土
高
原
に
い
ま
で
も
多
く
あ
る
洞
窟

式
住
居
で
、
多
分
い
ま
で
も
五
千
万
人
以

上
の
人
々
が
こ
の
中
で
生
活
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
延
安
の
毛
沢
東
の
住
居

の
モ
デ
ル
が
盧
溝
橋
の
「
中
国
人
民
抗
日

戦
争
記
念
館
」
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
冬

暖
か
く
夏
涼
し
そ
う
な
家
で
し
た
。 

 

現
在
の
中
国
が
抱
え
て
い
る
問
題
で

よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
三
農
問
題
（
農

村
が
抱
え
て
い
る
三
つ
の
問
題
）・
環
境

問
題
・
資
源
問
題
・
官
吏
の
汚
職
問
題
等

で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
難
し
い
問
題

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
の
中
国
で
は
、
旱
魃
や
水
害
、

あ
る
い
は
戦
乱
で
何
千
万
人
と
い
う

人
々
が
何
か
と
食
物
に
あ
り
つ
け
な
い

で
餓
死
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
、
十
三
億
余
の
人
々
が
何
と

か
衣
食
足
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

原
告
と
と
も
に
不
再
戦
を
訴
え
る 

 
 
 
 

日
中
岡
山
支
部 

 

 

全
国
人
権
連
第
二
回
定
期
大
会
で 

 
 
 

「
孤
児
」
訴
訟
支
援
の
お
礼
！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林
軍
治 

 

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
（
全
国
人

権
連
）
は
、
六
月
二
五
日
に
岡
山
県
総
合

福
祉
会
館
に
お
い
て
、
代
議
員
約
二
〇
〇

人
の
参
加
で
第
二
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
訴

訟
を
支
え
る
岡
山
県
民
の
会
・
事
務
局
長

の
小
生
が
参
加
し
、
大
要
次
の
よ
う
な
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
「
こ
れ
ま
で
全
国
人
権
連
の
み
な

さ
ん
が
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
支
援

の
た
め
、
署
名
・
募
金
を
は
じ
め
、
機
関

紙
で
の
紹
介
、
各
種
集
会
で
の
訴
え
、
こ

の
問
題
で
の
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
」
こ
と
に
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
関
東
地

方
の
「
孤
児
」
が
、
東
京
地
裁
に
提
訴
し

て
か
ら
の
経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、「
今
年
の
五
月
二
十
四
日
に

千
九
十
二
人
が
原
告
に
な
っ
て
い
る
東

京
地
裁
で
裁
判
が
結
審
し
、
来
年
の
一
月

三
〇
日
に
判
決
が
下
さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
全
国
の
原
告
団
、
弁
護
団
、
支

援
組
織
は
、
こ
こ
で
勝
利
判
決
を
得
る
た

め
に
、
東
京
地
裁
裁
判
官
あ
て
に
「
公
正

な
判
決
を
求
め
る
要
請
署
名
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
新
し
い
署
名

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
大
会
議
室
に
は
「
中
国
残
留
孤

児
」
の
記
述
が
三
ヶ
所
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
地
域
社
会
に
み
ら
れ
る
人
権
課
題
に

共
同
し
て
取
り
組
む
組
織
の
例
と
し
て
、

「
中
国
残
留
孤
児
裁
判
の
支
援
」
を
取
り

上
げ
て
い
る
。 

二
、
岡
山
県
連
の
人
権
問
題
研
究
集
会
で

「
中
国
残
留
孤
児
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
。 

三
、
諸
要
求
の
実
現
を
は
か
る
課
題
の
一

つ
と
し
て
「
日
本
政
府
の
怠
慢
に
人
間
の

尊
厳
を
か
け
て
立
ち
上
が
っ
た
中
国
残

留
孤
児
の
国
賠
訴
訟
の
た
た
か
い
を
支

援
し
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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「孤児」訴訟支援のお礼を述べる小林軍治氏 

孤児訴訟署名と日中不再戦の街頭宣伝 
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姜姜姜
波波波
先先先
生生生
ににに
よよよ
るるる
中中中
国国国
事事事
情情情   

⑥⑥⑥   

大大大
連連連
国国国
際際際
フフフ
ァァァ
ッッッ
シシシ
ョョョ
ンンン
フフフ
ェェェ
ススス
テテテ
ィィィ
バババ
ルルル
ととと   

そそそ
ののの
経経経
済済済
効効効
果果果   

 

た
。 会

場
で
は
各
企
業
の
ブ
ー
ス
が
並
べ
ら

れ
、
商
人
、
バ
イ
ヤ
ー
、
個
人
客
な
ど
で
賑

わ
い
、
一
週
間
で
取
引
高
は
９３
年
で
は

4.4

億
元
、
９７

年
で
は
１１

．
１
億
元
と

年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。 

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
は

特
に
大
連
市
の
縫
製
業
の
振
興
を
も
た
ら

し
た
。
８８
年
大
連
で
は
縫
製
工
場
が
７
０

０
社
か
ら
今
年
に
至
っ
て
２
５
９
０
社
と
３

倍
以
上
増
加
し
た
。
去
年
ま
で
大
連
市
の

繊
維
・縫
製
の
売
り
上
げ
は
１
３
５
．
４
億

元
と
な
り
、
３
８
，
０
０
０
人
の
就
職
を
創

出
し
た
と
い
う
。 

元
大
連
市
長
薄
来
熙
が
当
初
大
連
国

際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す

る
目
的
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。
「国
際
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
一
つ
の
窓
口
と

し
て
世
界
の
人
々
に
大
連
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
、
同
時
に
大
型
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
こ
と
で
市
民
に
高
い
文
化
意
識
を

も
た
せ
た
い
で
す
。
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
盛
ん
に
国
際
交
流
を

促
進
し
た
い
で
す
」。 

そ
の
上
、
経
済
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に

中
国
政
府
は
道
路
・
空
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
華
や
か
な
国

美
術
と
芸
術
が
一
体
と
な
っ
て 

大
連
市
は
遼
寧
半
島
の
最
南
端
に
位

す
る
港
都
市
で
、
海
に
囲
ま
れ
「北
方
の

真
珠
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
綺
麗
な
街
で
あ

る
。
２
０
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
西
洋

風
の
建
物
が
中
山
広
場
の
周
り
に
立
ち
並

び
、
西
洋
文
化
を
濃
厚
に
残
し
て
い
る
。 

こ
の
都
市
で
は
毎
年
９
月
中
旬
「大
連

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
１０

日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
、
１
９
８
８
年
に

開
始
し
さ
れ
て
以
来
今
年
で
１７
回
目
と

な
っ
た
。 

毎
年
初
秋
の
涼
し
い
風
の
吹
く
こ
ろ
国

内
外
の
有
名
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
こ
こ
に
集
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
披

露
す
る
。
期
間
中
は
市
内
に
あ
る
多
く
の

会
場
で
は
大
規
模
な
コ
ン
サ
ー 

ト
、
バ
レ
エ
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
世
界

各
国
の
歌
手
、
ダ
ン
サ
ー
が
華
や
か
に
舞

台
を
飾
る
。
か
つ
て
は
日
本
の
桂
由
美
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
，
西
城
秀

樹
の
熱
唱
、
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
団
の
「
白
鳥
の

湖
」な
ど
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
お
目
見
え

し
た
こ
と
が
あ
る
。
美
術
と
芸
術
が
一
体

と
な
っ
て
大
連
を
一
層
魅
力
的
な
文
化
都

市
に
装
い
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ム
ー
ド
が
高

ま
る
の
で
あ
る
。 

市
民
に
高
い
文
化
意
識
を 

「大
連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」の
経
済
効
果
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
名

の
通
り
、
去
年
で
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、
香
港
な
ど
凡
そ
４０
の
国
々
や
地

域
お
よ
び
国
内
各
地
か
ら
３
５
０
余
り
の

企
業
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ド
と
な
っ

た
。
メ
イ
ン
会
場
は
地
下
一
階
、
地
上
３

階
で
建
築
面
積
が
の
べ
９
４
，
０
０
０
㎡
と

な
っ
て
い
る
星
海
漚
展
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ

際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な

大
型
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
連
の
経
済
発
展
を
促

し
、
市
民
の
文
化
レ
ベ
ル
も
高
め
、
海
外
の

企
業
の
投
資
も
招
来
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

拠
点
を
置
く
日
本
企
業 

大
連
市
の
立
地
条
件
が
便
利
な
だ
け
で

は
な
く
、
都
市
環
境
が
よ
く
、
地
理
的
に

も
気
候
的
に
も
日
本
に
近
い
な
ど
の
利
点

が
あ
り
、
多
く
の
日
本
企
業
が
こ
の
都
市

に
拠
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
日

本
の
企
業
は
約
２
８
０
０
社
あ
る
。
４
０
０

０
人
余
り
の
日
本
人
が
大
連
に
在
住
し
て

い
る
。
キ
ャ
ノ
ン
、
三
洋
電
機
を
始
め
と
し

て
、
ア
ル
プ
ス
、
ト
ス
テ
ム
（株
）タ
カ
ラ
バ
イ

オ
、
ケ
ミ
カ
ル
（
株
）
イ
ト
キ
ン
…
な
ど
電

気
・電
子
、
繊
維
・衣
服
、
製
薬
な
ど
の
企

業
は
、
長
年
大
連
で
生
産
拡
大
を
し
続
け

て
き
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
企
業
が
大
連

に
投
資
し
た
の
は
、
こ
の
都
市
で
は
豊
富
な

人
材
の
源
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

大
連
交
通
大
学
、
大
連
理
工
大
学
、
大

連
外
国
語
学
院
な
ど
が
街
に
点
在
し
、
日

本
語
の
分
か
る
人
材
や
Ｉ
Ｔ
人
材
を
年
々

養
成
し
て
い
る
。 

日
本
の
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
こ
こ
数

年
日
本
の
企
業
は
大
連
で
人
材
育
成
の
事

業
を
強
化
し
て
い
る
。
２
０
０
４
年
度
日
本

政
府
開
発
援
助
組
織
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
９
・
６８
億

円
の
無
償
援
助
資
金
を
提
供
し
、
大
連
で

「日
中
友
好
大
連
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」を

建
設
し
て
い
る
。
２
０
０
６
年
に
は
第
一
期

生
を
募
集
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。 

大
連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
今
後
も
大
連
の
経
済
発
展
と
大
連
の

国
際
化
の
た
め
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
だ

ろ
う
。 

（川
崎
医
療
福
祉
大
学 

 
 

教
授
・社
会
学
） 

 

自
分
ら
も
、
と
駅
に
集
ま
っ
た
市
民
は
、

な
ぜ
か
憲
兵
に
追
い
払
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
十
一
日
正
午
ま
で
に
十
八

列
車
が
新
京
駅
を
離
れ
た
。 

避
難
で
き
た
も
の
は
新
京
在
住
十
四
万

の
う
ち
の
約
三
万
八
千
人
。
内
訳
は
、
軍

関
係
家
族
二
万
三
百
十
余
人
、
大
使
館
な

ど
の
関
係
家
族
七
百
五
十
人
、
満
鉄
関
係

家
族
一
万
六
千
七
百
人
。
ほ
と
ん
ど
な
い

に
ひ
と
し
い
残
余
が
一
般
市
民
で
あ
る｣ 

こ
う
し
た
風
景
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
な
か
に
し
れ
い
の
『赤
い
月
』の
牡
丹

江
駅
風
景
を
見
て
も
同
じ
で
、
多
く
の
満

州
引
揚
体
験
記
に
は
「特
権
を
利
用
し
て

列
車
に
乗
っ
て
帰
国
し
た
」と
あ
る
。
半
藤

一
利
氏
は
「そ
の
卑
劣
さ
に
は
反
吐
が
出

そ
う
に
な
っ
て
く
る
」
と
ま
で
書
い
て
い

る
。 

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
国
賠
訴
訟
の
原
告

の
代
表
相
談
役
と
し
て
訴
訟
を
支
え
て
い

る
菅
原
幸
助
さ
ん
は
、
そ
の
新
京
駅
に
い

た
憲
兵
だ
っ
た
。
『満
州
楽
土
に
消
ゆ
』に

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

「
駅
の
改
札
口
は
厳
し
い
入
場
制
限
が
行

わ
れ
て
い
た
。
詰
め
掛
け
た
群
衆
は
、
憲
兵

や
警
察
官
に
よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
乗
車
を

阻
ま
れ
て
い
た
。
幸
助
の
次
の
任
務
は
、
列

車
に
乗
り
込
ん
だ
者
の
臨
検
だ
っ
た
」「避

難
列
車
は
、
八
名
の
新
米
憲
兵
が
警
護
を

し
た
。
ト
ラ
ン
ク
に
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ

百
円
札
を
わ
し
づ
か
み
に
し
、
復
旧
作
業

を
し
、
機
関
士
に
銃
口
を
向
け
て
、
八
月

十
四
日
平
壌
に
到
着
し
た
」と
い
う
。 

し
か
し
、
新
京
（長
春
）在
住
者
の
十
四
万

人
か
ら
、
列
車
で
引
き
揚
げ
た
者
は
約
三

万
八
千
人
を
差
し
引
く
と
約
十
万
人
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。 

『満
州
、
チ
ャ
ー
ズ
の
悲
劇
』で
、
父
が
大
陸

科
学
院
に
勤
務
し
て
い
た
浜
朝
子
さ
ん

は
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。 

「
八
月
八
日
夜
半
、
ソ
連
機
が
照
明
弾
と

郊
外
に
三
個
の
爆
弾
を
落
と
し
た
。
十
二

日
未
明
、
大
陸
科
学
院
の
院
長
を
は
じ
め

政
府
要
人
が
新
京
を
脱
出
し
、
翌
早
朝
に

関
東
軍
・政
府
関
係
者
も
溥
儀
も
逃
げ
て

し
ま
っ
た
。
軍
隊
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
あ

と
、
武
器
ら
し
い
も
の
も
な
い
の
に
、
す
べ

て
の
男
に
召
集
が
か
か
っ
た
。
」 

そ
う
、
「特
権
的
に
い
ち
早
く
引
き
揚
げ

た
政
府
職
員
、
満
鉄
社
員
、
軍
人
家
族
」

は
確
か
に
居
た
が
、
多
く
の
一
般
職
員
は

取
り
残
さ
れ
、
そ
の
後
男
た
ち
は
召
集
さ

れ
た
。 

八
月
十
九
日
に
ハ
ル
ビ
ン
・新
京
な
ど
主
要

都
市
に
ソ
連
軍
が
飛
来
し
て
以
来
、
女
や

子
ど
も
は
ソ
連
兵
や
一
部
反
日
中
国
人

の
暴
行
や
略
奪
や
強
姦
に
お
び
え
た
。
ハ

ル
ビ
ン
で
も
、
四
十
五
歳
ま
で
の
「
男
狩

り
」が
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
。 

そ
し
て
、
奥
地
か
ら
続
々
と
開
拓
団
の

日
本
人
が
ハ
ル
ビ
ン
に
む
か
っ
て
逃
げ
て
き

て
、
花
園
国
民
学
校
な
ど
の
日
本
人
収
容

所
に
集
ま
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
ハ
ル
ビ
ン

途
中
の
日
本
人
収
容
所
で
越
冬
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
「悲
劇
」も
忘
れ
て
は
い
け

な
い
。 

そ
の
中
で
、
「特
権
的
な
立
場
」で
な
か
っ

た
一
般
の
満
鉄
社
員
は
ソ
連
侵
攻
後
ど

う
し
た
か
、
次
号
で
少
し
触
れ
た
い
。 

 

「
特
権
的
な
満
鉄 

憤
る
話
を
聞
い
て
」
の 

真
実
は 
そ
の
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青 

木 

康 

嘉 

 

「敗
戦
の
混
乱
の
中
、
満
鉄
の
社
員
や
軍
部

の
人
た
ち
は
一
般
の
人
を
置
き
去
り
に
し

て
列
車
に
の
っ
て
帰
国
で
き
た
」か
？ 

 

『満
州
開
拓
史
』に
よ
れ
ば
、
「新
京
特
別

市
は
、
満
州
国
の
首
都
で
あ
り
、
日
ソ
開
戦

当
時
は
、
満
州
国
政
府
関
係
職
員
、
満
鉄

社
員
、
満
拓
公
社
、
日
本
政
府
大
使
館
関

係
職
員
、
ほ
か
軍
人
家
族
、
自
営
業
者
な

ど
合
わ
せ
て
約
十
四
万
余
」い
た
。 

 

半
藤
一
利
著
の
『ソ
連
が
満
州
に
侵
攻
し

た
夏
』に
よ
れ
ば
、
八
月
十
一
日
午
前
一

時
四
十
分
に
軍
人
家
族
を
の
せ
た
列
車
が

出
発
し
た
。
目
的
地
は
、
平
壌
。
新
京
―

吉
林
―
梅
河
口
―
通
化
―
平
壌
コ
ー
ス
で

あ
っ
た
。 

｢

軍
人
家
族
の
集
結
・出
発
を
守
る
形
で
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
憲
兵
が
立
っ
た
。 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

 

７
月
２０
日
（木
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

小林 

澤山 

竹内和 

竹内袈 

写真は桂由美さんの作品です 

長春 満鉄本社跡 96・8・3 撮影者・青木康嘉氏 

 


